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12 月３日の野球教室で「腰を深く落とし、
視線を上げ手を前に出す」という指導の元、
守備の基本となるフォームをしっかり作り
練習に励む参加者たち。

（教室の様子は p20 でお伝えしています。）
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財務に係る数値目標と実績

区分
平成 27 年度

目標（プラン） 実績
経常収支比率※２ 100.0％ 100.9%

入院患者数 12,775 人 13,677 人
病床利用率※３ 90.0％ 74.8%

一日当たり入院単価 21,400 円 29,280 円
外来患者数 26,616 人 21,442 人

一日当たり外来単価 6,200 円 7,032 円
※２病院事業会計の経常費用に対する経常収益の割合。100％以上で黒

字。
※３病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床数

（休止病床除く）に対する延べ入院患者数の割合として算出。

町ホームページでも公開中
紙面上でお伝えできなかった詳細データや、各
会計の決算詳細等は町ホームページで公開して
います。ホームページ「町民向け情報」から「役
場の紹介」をクリックし、「決算・財政状況」の
項目に過去年度の決算報告等と併せて公開して
います。

津和野共存病院の平成 27 年度の経営状況について

91,430 円のご負担をいただきました

158 万円

53 万円

柔軟に使えるお金は全体の 13.0％

1 億 5,086 万円の収入

平成27年度会計決算についてお知らせします

平成 27 年度会計決算についてお知らせします

【問】総務財政課☎ 74-0028

平成 27年度の津和野町一般会計決算は歳入 151 億 7,214 万 7千円に対し、歳出 148 億 6,148 万 5千円、
残額 3億 1,066 万 2千円となっています。実質公債比率は 10.9％と昨年度から 0.5％改善、予算の硬直度を
示す経常収支比率は 87.0％と昨年比で 1.2％減少しています。
ここでは、平成 27年度の会計決算の概要についてお伝えしています。詳細等については町ホームページを
ご覧いただくか、担当課までお問合せ下さい。

■住民負担の概況　昨年度は町の皆さまからお一人あたり

■一人あたりの借金

■一人あたりの貯蓄

■財政分析数値

■使用料及び手数料

昨年度、皆さまからお支払いいただいた税金等の合計は 7 億 1,626 万 1 千円でした。この中には
個人（法人）町民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税、入湯税などが含まれます。

町が事業を行う際には起債（借金）をすることがあり、その借金は長い年数をかけて返済してい
くことになっています。平成 27 年度末時点の合計残高は 123 億 6,006 万 9 千円、一人あたり 157
万 7747 円となっています。

先の起債とは逆に町の貯金ともいえる各種基金の合計額は平成 27 年度末時点で 41 億 7,819 万
円、町民一人あたりでは 53 万 3,341 円となりました。借金返済と貯金を優先するあまり、行うべ
き事業が停止しないよう計画的なお金のやりくりが必要となります。

町の全体のお金の中で、人件費や先述した起債の返済金（公債費）など必ず支払わなけれ
ばならないお金が占める割合を示す経常収支比率は 87.0％で、昨年度から 1.2％減少してい
ます。この数値が 100％に近いほど、財政にゆとりが無いということになります。また、収
入にしめる負債（借金）の割合を示す実質公債比率は 10.9％となり、昨年から 0.5％改善さ
れています。

町有施設（体育館やセンター）などの使用料合計は 1 億 1,365 万円。住民票発行時等の各
種手数料合計は 2,296 万円、２つを併せて合計１億 3,661 万円となっています。
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平成 27 年度の一般会計における歳入と歳出

地方交付税（45.9％）
45 億 5 千万円

国庫支出金（14.1％）
14 億円

※グラフ上の金額については百万の位で四捨五入して掲載しています。

町債（17.1％）
17 億円

町税（7.2％）
7 億 2 千万円

県支出金（5.5％）
5 億 5 千万円

その他（9.8％）
9 億 8 千万円 歳出歳入

平成 27 年度の病院事業については、医療法人橘井堂を指定

管理者として津和野共存病院の管理運営を行いました。利用

代行制により、診療報酬等は町の収入となり、指定管理者には、

人件費等の経費を診療報酬交付金として支払いました。収益

的収入の総額は、7 億 6,461 万 7,384 円、一方、収益的支出

の総額は 7 億 5,791 万 6,676 円でした。これにより、当年度

純利益は 670 万 708 円となりました。また、資本的収入の総

額 5,775 万 8,081 円に対して、資本的支出の総額は 9,438 万

6,763 円で差引き 3,662 万 8,682 円の資金不足が生じました。

この不足額は過年度分損益勘定留保資金で補填しました。

津和野共存病院は、町内唯一の入院施設として益田赤十字

病院をはじめとする益田圏域の各医療施設と連携し、急性期

から回復期、そして在宅診療等の機能を担っています。医師不足などから平成 25 年 12 月より夜間救急外来を閉診し

ていますが、開業時間においては可能な限り救急医療体制を維持しています。津和野共存病院で可能な内科系救急患者

の受け入れや、益田広域消防とも連携し電話でのトリアージ※１、益田圏域のみならず県外総合病院含めての転搬送な

ど地域の救急医療を行っています。また、一般病床 27 床を地域包括ケア病床へ転換し、急性期へのアプローチのみな

らず町民の皆様が住み慣れた地域で生活するための在宅復帰支援を行っています。津和野町の指定管理者として地域医

療ニーズを広角的に捉え地域医療維持に一定の成果を認めています。

町ホームページ
「役場の紹介」から

決算・財政状況をクリック！

※１ 最善の治療を尽くすための優先順位の決定

１億 2,702 万円
１億 5,086 万円2,384 万円

96 億５千万円
歳出

99 億 1千万円
歳入

民生費（16.6％）
16 億円

公債費（14.5％）
13 億 9 千万円

教育費（14.2％）
13 億 7 千万円

災害復旧費（11.7％）
11億 3 千万円　

衛生費（7.3％）
7 億 1千万円

総務費（14.2％）
13 億 8 千万円

消防費（6.1％）
5 億 9 千万円

その他（1.2％）
1億 1千万円

農林水産業費（4.4％）
4 億 2 千万円

商工費（3.6％）
3 億 5 千万円

土木費（6.2％）
6 億円

積立金（2.4％）
2 億 3 千万円

その他（1.2％）
1億 2 千万円

災害復旧事業費（11.8％）
11億4千万円

補助費等（13.0％）
12億5千万円

人件費（12.6％）
12億2千万円

物件費（13.7％）
13億2千万円

公債費（14.5％）
13億9千万円

繰出金（8.2％）
8億円

普通建設事業費（16.4％）
15億8千万円

扶助費（6.2％）
6 億円
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津和野町人事行政の運営等の状況について

地方公務員法及び津和野町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職
員の任用、職員数、勤務時間等人事行政の運営等の状況についてお知らせします。

津和野町人事行政の運営等の状況について

1. 職員の任免及び職員数に関する状況
(1) 職員数

区 分 職員数
（H27.4.1 現在）

H27.4.2~H28.4.1 職員数
（H28.4.1 現在）採用者数 退職者数

行 政 職 134 5 3 136

技 能 労 務 職 8 0 1 7

合 計 142 5 4 143

2. 職員の人事評価の状況
評 価 期 間　平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日
評価基準日　平成 28 年２月１日
評価対象者　参事・課長職
評 価 項 目　能力評価（評価項目ごとに定める着眼点に基づき、職務遂行の過程において発

　　　　　　　　　　　　　揮された職員の能力を客観的に評価する。）

3. 職員の給与の状況
町職員の給与は、条例、規則などで定められています。職員の給与には基本給としての給

料と扶養、住居、通勤手当や民間の賞与にあたる期末・勤勉手当などがあります。
（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（H28.1.1 現在）

歳出額 A
（千円）

実質収支
( 千円）

人件費 B
（千円）

人件費率
B/A

人件費率
（平成 26 年度）

27 年度 7,902 人 9,796,445 134,583 1,221,331 12.4% 12.3%

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
A

給与費 一人当たり
給与費 B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

27 年度 126 人 472,162 千円 85,710 千円 177,115 千円 734,987 千円 5,833 千円
※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は平成 27 年 4 月 1 日現在の人数です。
※給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

（3）職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 28 年 4 月１日現在）

区 分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
津 和 野 町 319,867 円 41.8 歳 349,071 円 45.9 歳

（4）職員の初任給の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区分 津和野町 国

一般行政職
大学卒 176,700 円 176,700 円

高校卒 144,600 円 144,600 円

技能労務職 高校卒 142,000 円 ―

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区分 経験年数 10 年 経験年数 20 年 経験年数 25 年 経験年数 30 年

一般行政職
大学卒 265,660 円 356,950 円 385,350 円 ―

高校卒 ― ― 339,333 円 385,933 円

技能労務職 高校卒 ― ― ― ―

（6）一般行政職の級別職員数の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級
標準的な
職務内容

主事
技師

副主任主事
副主任技師

主任主事
主任技師

係長
主幹

課長補佐
企 画 員

課長
主査 参事

職員数 12 人 9 人 22 人 25 人 21 人 11 人 １人

構成比 11.9% 8.9% 21.8% 24.8% 20.8% 10.9% 0.9%
※津和野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（7）職員手当の状況
○期末手当・勤勉手当（平成 27 年度）

区分 津和野町 島根県 国

1 人当たり平均支給額 1,401 千円 ― ―

支給割合
期末手当 2.60 月分 2.40 月分 2.60 月分

勤勉手当 1.60 月分 1.50 月分 1.60 月分

加算措置の状況
※職制上の段階、職務の級

等による加算措置

役職加算 5~10% 5~20% 5~20%

管理職加算 ― 15~25% 10~25%

○退職手当（平成 28 年 4 月 1 日現在）

津和野町 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分 勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分 勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分 最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置　1~21%

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置　2~45%

※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。

○特殊勤務手当（平成 28 年 4 月 1 日現在）

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価
各種徴収外勤従事手当 税徴収担当職員 税等の外勤徴収業務 日額 200 円
感染症防疫従事手当 衛生担当職員 感染症防疫業務 日額 500 円

【お問合せ先】総務財政課☎ 74-0028
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（9）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分
部門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成 27 年 平成 28 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1

総務 31 33 2 研修派遣職員等の総務財政課付による増

税務 8 8

民生 29 28 △ 1 事務の統廃合縮小による減

衛生 9 9 △ 1

農林水産 8 10 2 業務増による増

商工 6 7 1 業務増による増

土木 16 14 △ 2 事務の統廃合縮小による減

計 108 110 2 参考：人口 1,000 人当たり職員数 14.0 人

教育部門 18 17 △ 1 技能労務職員の不補充による減

小計 126 127 1 参考：人口 1,000 人当たり職員数 16.2 人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病院 3 3

水道 5 5

下水 1 1

その他 7 7

小計 16 16

合計 142[157] 143[157] 1 参考 : 人口 1,000 人当たり職員数 18.3 人
※職員数は一般職に属する職員数で、[    ] 内は条例定数の合計です。

（10）年齢別職員構成の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区分
20

歳未
満

20 歳
~

23 歳

24 歳
~

27 歳

28 歳
~

31 歳

32 歳
~

35 歳

36 歳
~

39 歳

40 歳
~

43 歳

44 歳
~

47 歳

48 歳
~

51 歳

52 歳
~

55 歳

56 歳
~

59 歳

60
歳以
上

職員数 0 人 3 人 15 人 15 人 15 人 19 人 19 人 12 人 15 人 12 人 17 人 1 人

4. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
(1) 勤務時間

区分 勤務時間

勤務を要する曜日
毎週月曜日から金曜日までの週 5 日間（国民の祝日及び 12 月 30 日から 1 月
4 日を除く）

1 日当たりの勤務時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで休憩時間を除く、実質 7 時間 45 分勤務

1 週間当たりの勤務時間 38 時間 45 分勤務（7 時間 45 分 ×5 日間）

年間総勤務時間 2,015 時間勤務（38 時間 45 分 ×52 週間）

(2) 休暇の概要
種類 概要

年次有給休暇
全職員に対し、1 年（暦年）につき 20 日間付与

（前年に未使用日数がある場合は、20 日を限度とし翌年に繰越し）

病
気
休
暇

公務上の疾病
職員が公務上負傷若しくは疾病し、又は通勤により負傷若しくは疾病にかかっ
た場合その療養期間中は病気休暇を与える。

その他の疾病
職員が私事による負傷又は疾病のため療養を要する場合は、引き続き 90 日を
超えない範囲内においてその療養に必要と認めた期間。ただし、結核性疾患の
場合にあっては、1 年以内の期間とすることができる。

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等でかつ、職員と同居している者で負傷、
疾病等により 2 週間以上にわたり日常生活を営むのに支障がある者の介護をす
るため、6 月の期間内において受けることができる。休暇期間中の給与は減額。

特別休暇
選挙権その他公民としての権利の行使、婚姻、出産、交通機関の事故その他の
特別の事由により職員が勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇。

津和野町人事行政の運営等の状況について

○時間外勤務手当（平成 27 年度普通会計決算）
支給実績 41,162 千円

職員１人当たり平均支給年額 324 千円

○その他の手当（平成 28 年 4 月 1 日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度 支給実績
（平成 27 年度）

支給職員 1 人当たり
平均支給年額

（平成 27 年度）

扶養手当

・配偶者 13,000 円
・配偶者以外 6,500 円
・配偶者のない場合の 1 人目は

11,000 円（満 16 歳から満 22 歳
までの子について 5,000 円加算）

左に同じ 14,089 千円 230,967 円

住居手当
月額 12,000 円を越える家賃を払っ
ている者。限度額 :27,000 円。

左に同じ 7,504 千円 227,394 円

通勤手当

・交通機関等利用
限度額 :55,000 円

・片道2km以上自動車利用
限度額 :30,000 円

自家用車等の通勤
距離区分及び加算
方法

16,193 千円 163,566 円

管理職手当
・参事　  35,400 円
・課長他  33,200 円
・主査　  19,800 円

役職に応じた支給 5,202 千円 400,154 円

管理職員特
別勤務手当

臨時又は緊急の必要その他の公務
の運営の必要により週休日又は休
日に勤務した管理職員に支給
支給額（勤務１回につき）
・参事、課長他　5,000 円
・主査　　　　　3,000 円
実務時間が 6 時間を超える場合
・参事、課長他　7,500 円
・主査　　　　　4,500 円

左に同じ 0 千円 0 円

宿日直手当 ・1 回につき 4,200 円 左に同じ 1,550 円 15,347 円

（8）特別職の報酬の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区分 給料月額等

給
料

町　長 657,000 円　（730,000 円）

副町長 553,500 円　（615,000 円）

教育長 504,000 円　（560,000 円）

報
酬

議　長 280,000 円

副議長 236,000 円

議　員 197,000 円

委員長 207,000 円

期
末
手
当

町　長
副町長
教育長

　（平成 27 年度支給割合）
3.15 月分（役職加算 15%）

議　長
副議長
議　員
委員長

　（平成 27 年度支給割合）
3.35 月分（役職加算 10%）

退
職
手
当

（算定方式） （1 期の手当額） （支給時期）

町　長 730,000 円 × 在職年数 ×4.5 13,140,000 円 在任期間ごと

副町長 615,000 円 × 在職年数 ×2.7 6,642,000 円 在任期間ごと

教育長 560,000 円 × 在職年数 ×2.07 4,636,800 円 在任期間ごと

※給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
※退職手当の「1 期の手当額」は、4 月 1 日現在の給料月額及び支給率に基づき、1 期（4 年）勤めた場合の見込額です。
※退職手当は、島根県市町村総合事務組合の退職手当に関する条例により支給されます。
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(3) 職員の年次有給休暇の取得状況（平成 27 年 1 月 ~12 月）

総付与日数 A 総取得日数 B 全対象職員数 C 平均取得日数 B/C 消化率 B/A
5,214 日 1,262 日 142 人 8.9 日 24.2%

（4）特別休暇の種類（主なもの）

種類 付与日数
公民権行使休暇 必要と認める期間

結婚休暇 7 日以内（休日、勤務を要しない日を除く）

産前産後休暇 産前 8 週間（多胎妊娠の場合 14 週間）　産後 8 週間

保育時間
満 1 歳まで 1 日 2 回それぞれ 1 時間以内（やむを得ない場合は連続取得可）
満１歳から３歳まで１日 60 分以内

夏季休暇 7 月から 9 月までの間において 3 日以内

5. 職員の休業に関する状況
（1）育児休業の取得状況（平成 27 年度）

区分 男性 女性
新たに育児休業を取得した者 1 人 2 人

前年度から引き続いて取得している者 0 人 1 人

(2) 介護休暇の取得状況（平成 27 年度に新たに取得した職員）　　　0 人

6. 職員の分限及び懲戒処分の状況
(1) 分限処分者数（平成 27 年度）

処分の種類
処分事由 降任 免職 休職 降級 合計

勤務実績がよくない場合
（地公法第 28 条第 1 項第 1 号）

0 0 0 0 0

心身の故障の場合
（地公法第 28 条第 1 項第 2 号）
（地公法第 28 条第 2 項第 1 号）

0 0 2 0 2

職に必要な適格性を欠く場合
（地公法第 28 条第 1 項第 3 号）

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

合計 0 0 2 0 2

(2) 懲戒処分者数（平成 27 年度）

処分の種類
処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合（地公法第 29 条第 1 項第 1 号） 0 0 0 0 0

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合
（地公法第 29 条第 1 項第 2 号）

0 0 0 0 0

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行の
あった場合（地公法第 29 条第 1 項第 3 号）

0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0

7. 職員の服務の状況
職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力を挙

げてこれに専念しなければならないこととされています。この趣旨を具体的に実現するため、地方公務
員法によって、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、職務上知り得た秘密
を守る義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限など、民間企業の勤労者と
は異なる職務上の強い制約が課せられています。

これらの服務規律を保持するため、懲戒制度が設けられており、その懲戒処分の状況は、６（２）の
とおりです。

8. 職員の退職管理の状況
(1) 再任用等の状況

再任用とは、高齢者雇用のため定年退職者を再び任用する制度です。なお、再任用職員には、一般の
職員と同様に勤務する常時勤務職員と、それよりも短時間の勤務をする短時間勤務職員があります。

職種 短時間勤務職員数 常時勤務職員数
一般行政職 1 人（1 人） 0 人（0 人）

技能労務職 0 人（0 人） 0 人（0 人）

計 1 人（1 人） 0 人（0 人）
平成 28 年 4 月１日現在。なお（　）内は、平成 27 年４月１日の状況です。

9. 職員の研修の状況
(1) 職員研修の状況（平成 27 年度）

研 修 区 分 受講者数 研修内容等

派 遣 研 修 113 人
新規採用職員研修、地域別新規採用職員等人権・同和問題研修、定住促進研修等
全国市町村国際文化研修所、日本経営協会、島根県自治研修所等への派遣研修

庁 内 研 修 120 人 人事評価制度研修、男女共同参画講演会等

合 　 計 233 人

10. 職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）安全衛生管理体制

区 分

総 括 安 全
衛生管理者 安全管理者 衛生管理者 安 全 衛 生

推 進 者 等 産 業 医 安 全 衛 生 委 員 会

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数

選任事
業所数 委員数

選任状況 1 1 1 9

（2）職員のための福利厚生活事業（平成 27 年度）

事業名 事業の概要・目的 決算額（千円）

労働安全衛生事務
職員が職場で安全で健康に働けるようにするため、安全衛生委員会の
開催や産業医の設置等を行う。

1,378

健康診断事業
職員に対して、健康診断及び生活習慣病対策としての各種健康診断を
実施する。

1,935

互助会負担金
島根県市町村職員共済組合の互助会に加入し、災害見舞金やインフル
エンザ予防接種の助成金等の給付を実施する。

909

福利厚生費 職員が各種福利厚生事業を行うのに対し、補助金を交付する。 1,350

合計 5,572

（3）職員の健康診断の状況（平成 27 年度）

健康診断の種類 受診者数
（延べ人数）

人間ドッグ 53
定期健康診断 89

津和野町人事行政の運営等の状況について
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11. 職員の競争試験及び選考の状況 ( 平成 27 年度 )
（1）試験実施概要

職種 受験資格
試験日程 試験内容

受付期間 第 1 次
試験

第 2 次
試験 第 1 次試験 第 2 次試験

一般事務

・昭和 60 年 4 月 2 日
以降に生まれた人

・高校卒業程度以上の
学力を有する人

平成 27 年
7 月 21 日～

　　　8 月 24 日

平成 27 年
9 月 20 日

平成 27 年
11 月 3 日

教養試験
事務適正検査

一般常識試験
論文試験
面接試験

一般事務
（学芸員）

・昭和 50 年 4 月 2 日
以降に生まれた人

・博物館法に基づく学
芸員資格を有する人

（平成 28 年３月ま
でに取得見込みの人
を含む）

・歴史学についての専
門知識を有する人

土木

・昭和 45 年 4 月 2 日
以降に生まれた人

・高校卒業程度以上の
学力を有する人

教養試験
事務適正検査

専門試験

（2）試験実施結果（単位：人）
職種 採用予定人数 申込者数 受験者数 第 1 次試験合格者数 第 2 次試験合格者数 採用者数

一般事務 若干名 12 12 8 3 3

一般事務
（学芸員）

1 3 2 2 1 1

土木 若干名 4 4 2 1 1

12. 勤務条件に関する措置の要求の状況
平成 27 年度中において公平委員会からの勧告はありませんでした。

13. 不利益処分に関する不服申立ての状況
平成 27 年度中において公平委員会からの是正の指示はありませんでした。
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日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

カレンダーの略字
表記について

日原公民館日公

納期限は1月 31 日

1

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■タブレット講習会 ,PC ちょ

い知り教室　　つわの暮ら
し推進課･････････☎74-0092

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , ハングル講
座 , キッズえいかいわ，ア
ロマヨガ，水彩画教室，フ
ラダンス

日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，

水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室、元気

アップ教室、※１ 地域運
動推進員サロン活動・研修
会　地域包括支援センター

	 ☎72-0683
■パソコン初心者教室，食育

の集い
青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会　断酒会鹿足支部
	 ☎090-9061-8012

金曜日までに容器が届
くように日～水曜日の
間に投函しましょう。

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

国民健康保険税・第 10期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 10 期
介護保険料・・第 10 期

28272625

21201918

11

4

12 13

24

17

109

16

23

313029

22

15

8 14

73 6521

◎心配ごと相談
　無料人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
 /9:00~12:00,13:00~16:00）

◎すずめの会※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎季節の湯（橙 , 露天にて）
（ なごみ  /10:00~21:00）

◎ PC ちょい知り教室
（まちせ /13:00~16:00）

◎かんがるー教室
（直地集会所 /13:30~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /14:30~16:00）

◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /13:30~15:00）
◎キッズえいかいわ
（やませ /16:15~17:00）

◎第 91 回 輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）

◎森鷗外生誕記念講演会
（森鷗外記念館 /14:00~）

◎明るい生活相談
　無料人権相談
（やませ /10:00~12:00）

◎無料法律相談
（ふくせ /13:00~16:00）

◎食育の集い
（青原公民館 /9:30~14:00）

◎写真教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎乳児健診
（プラサ枕瀬 /13:00~）

◎キラキラ体操教室
（木部公民館 /13:30~14:30）
（小川公民館 /15:30~16:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎かけ橋の会※ 2

（やまび /14:00~16:00）
◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（須川公民館 /10:30~11:30）
（池河コミセン/13:30~14:30）

◎畑迫 HBG※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎しまね家庭の日※３

◎石見神楽公演（須子社中）
（なごみ   ）

◎認知症ｻﾎﾟｰﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座
（まちせ /13:30~15:30）

◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎キラキラ体操教室
（長野自治会館 /13:30~14:30）
（まちせ /15:30~16:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎ PC ちょい知り教室
（まちせ /13:00~16:00）

◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎陶芸教室
（やませ /9:00~12:00）

◎三葉会※１

（程彼集落ｾﾝﾀｰ /13:30~15:00）
◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎消防出初式
（津和野小学校 /10:00~）

◎育児相談
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎明るい生活相談
　無料人権相談
（やませ /10:00~12:00）

◎季節の湯（橙 , 露天にて）
（ なごみ  /10:00~21:00）

◎役場閉庁日
◎津和野図書館閉館日

◎成人式
（日原小学校体育館 /11:00~）

◎役場閉庁日
◎津和野図書館閉館日

◎役場閉庁日
◎津和野図書館閉館日

◎役場閉庁日
◎津和野図書館閉館日
◎石見神楽公演（須子社中）
（なごみ   ）

※２ 対象 : 脳血管疾患の既往の
ある方およびその家族

※３ 家庭のあり方を見つめな
おし、家族でふれあう時間を
作るために設けられた日

※４ 対象：70 歳以上のひとり
暮らしの方、70 歳以上だけ
の２人以上暮らしの方

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（須川公民館 /10:30~11:30）
（程彼集落ｾﾝﾀｰ /13:30~14:30）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎ぴょんぴょん教室
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎青原健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎つわのオレンジカフェ
（やまび /10:00~12:00）

◎心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎元気会※１

（下町コミセン /10:00~11:30）
◎さくら会※１

（須川公民館 /13:30~15:00）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎つわのオレンジカフェ
（ 社 協 津 和 野 支 所　　　　

/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（柳会館 /10:30~11:30）
（左鐙公民館 /13:30~14:30）

◎青原健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎育児相談
（まちせ /10:00~11:30）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所 /9:00~15:00）

◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）

◎リハビリ来い鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館 /13:30~14:30）
（麓耕自治会館 /15:30~16:30）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

【当番医】 和﨑医院

【当番医】 津和野共存病院 【当番医】 津和野共存病院 【当番医】 津和野共存病院

【当番医】 松浦内科胃腸科

【当番医】 つわぶき医院

【当番医】 小笠原医院

【当番医】 栗栖医院

成人の日

日公

なごみ

なごみ

町の大腸がん検診を受診の皆様へ
大腸がん検診の容器が現在届いている方の１月の提出期間

は平成 29年１月９日（月）から 25日（水）です。
また、日原地域と平成 28 年 12 月 13 日（火）までにお申

込いただいた方には、平成 29年１月末頃に大腸がん検診の容
器が届く予定です。
	 【問】健康福祉課☎ 72-0657

町セ

町セ

やま

やま

日公

日公

日公

日公

日公

日公

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

福セ

福セ

福セ
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町からのお知らせ
広報つわの 2016 年 12 月 15 日発行

募
集
対
象
施
設

・
津
和
野
幼
花
園

・
町
立
保
育
園
（
畑
迫
・
日
原
・

青
原
）

・
小
規
模
保
育
事
業
所
（
木
部

さ
と
や
ま
保
育
園
・
直
地
保

育
園
・
山
の
こ
ど
も
園
う
し

の
し
っ
ぽ
）
等

提
出
す
る
書
類

①
支
給
認
定
申
請
書
・
保
育
園

等
入
園
申
込
書

②
就
労
（
内
定
）
証
明
書
も
し

く
は
保
育
の
利
用
に
関
す

る
証
明
書
（
就
労
以
外
）

・
保
護
者
等
の
状
況
に
よ
り
、

勤
務
先
の
事
業
主
も
し
く
は

民
生
委
員
等
に
よ
る
証
明
と

な
り
ま
す
。

・
必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

書
類
は
健
康
福
祉
課
お
よ
び

本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切

平
成
29
年
1
月
31
日
（
火
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
等
は
、

保
育
の
必
要
性
の
程
度
を

考
慮
し
て
利
用
調
整
を
し

ま
す
。

入
園
基
準

保
護
者
等
が
い
ず
れ
か
の
理

由
に
該
当
す
る
場
合

・
就
労

・
妊
娠
・
出
産

・
疾
病
・
障
が
い

・
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧

・
求
職
活
動

・
就
学

・
育
児
休
業

・
社
会
的
養
護
が
必
要
な
場
合

・
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
場
合

※
3
歳
以
上
児
で
保
育
認
定
を

受
け
な
い
場
合
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
る
方

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
等
の
老
齢
・
退
職

年
金
は
、
所
得
税
法
で
「
雑
所

得
」
と
さ
れ
、
所
得
税
が
課
せ

ら
れ
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族

年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。）

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ

た
皆
様
に
、
平
成
28
年
分
と
し

て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
等

を
お
知
ら
せ
す
る
『
平
成
28
年

分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
』
を
日
本
年
金
機
構
か
ら
お

送
り
し
ま
す
。

発
送
時
期

平
成
29
年
1
月
中
旬
か
ら
1

月
下
旬
に
か
け
て
順
次
発
送
す

る
予
定
で
す
。

確
定
申
告
の
際
に
必
要
で
す

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
は

平
成
29
年
2
月
16
日
か
ら
3
月

15
日
で
す
。
確
定
申
告
を
さ
れ

る
場
合
に
、
源
泉
徴
収
票
は
、

添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

紛
失
し
た
と
き
は

源
泉
徴
収
票
が
届
か
な
い
と

き
、
ま
た
は
紛
失
し
た
と
き

は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
て

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
番
号
は

０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５
、

IP
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
は
03
・

６
７
０
０
・
１
１
６
５
で
す
。

（
事
前
に
年
金
証
書
等
の
基
礎

年
金
番
号
の
分
か
る
書
類
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。）

源
泉
徴
収
票
は
、
日
本
年
金

機
構
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ご
本

人
の
住
所
宛
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。
電
話
に
よ
る
再
交
付
の
場

合
は
、
発
送
ま
で
2
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の

方
は
、
浜
田
年
金
事
務
所
（
☎

０
８
５
５
・
22
・
０
６
７
０
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
訪
に
よ
り
ご
本
人
が
手
続

き
す
る
場
合
に
は
、
年
金
証
書

等
の
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る

書
類
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
方
が
手
続
き
す
る

場
合
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
の
他
に
、
委

任
状
、
年
金
事
務
所
に
行
か
れ

る
方
の
本
人
確
認
の
で
き
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
11
月
3
日
、
津
和

野
町
表
彰
式
が
日
原
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
各
種
分
野
に

お
い
て
町
の
振
興
発
展
に
ご
貢

献
い
た
だ
い
た
８
名
と
１
団
体

へ
、
下
森
町
長
か
ら
感
謝
の
意

を
込
め
て
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

長
安
司
さ
ん
（
東
一
）
は
、

長
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務

め
る
な
ど
自
治
会
活
動
の
活
性

化
を
通
じ
て
地
域
の
振
興
と
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

三
ツ
橋
元
枝
さ
ん
（
青
原
）

は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
公

民
館
長
、
婦
人
会
長
な
ど
を
務

め
ら
れ
社
会
教
育
の
振
興
と
社

会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
ユ
ミ
子
さ
ん
（
東
一
）

は
自
治
会
や
社
会
福
祉
協
議
会

健康福祉課☎ 72-0673総務財政課☎ 74-0028
平成 29 年度の新入園児を募集します津和野町表彰式を行いました

健康福祉課☎ 72-0651
公的年金の源泉徴収票が発送されます

広
報
つ
わ
の
２
０
１
６ 

11
月
号
の
記
事
に

関
す
る
お
詫
び

津
和
野
町
で
は
、
み
ん
な
で
支
え
合
い
、

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
町
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
自
死
防
止

に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
広
報
つ
わ
の

２
０
１
６
年
11
月
号
に
記
事
『「
健
康
コ
ラ

ム
」
皆
で
い
の
ち
を
支
え
る
町
づ
く
り
』
を

掲
載
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
死
遺
族
の
み

な
さ
ま
の
心
情
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
掲
載
の
中
に
心
を
傷
つ
け
る
表

現
を
し
て
し
ま
い
、
遺
族
の
み
な
さ
ま
に
心

を
痛
め
る
お
も
い
を
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
広
報
に
記
事
を
掲
載
す
る
際
の
内

容
に
つ
い
て
十
分
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

自
死
遺
族
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
関
係
者

の
み
な
さ
ま
に
不
快
な
お
も
い
を
さ
せ
た
こ

と
を
改
め
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
掲
載

を
も
っ
て
返
答
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
】
健
康
福
祉
課 

☎　
72
・
０
６
５
７

の
役
員
な
ど
を
務
め
ら

れ
、
地
域
振
興
と
社
会
福

祉
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

吉
永
康
男
さ
ん（
北
一
）

は
長
年
に
わ
た
り
、
自
治

会
長
や
鷺
舞
保
存
会
会
長

を
務
め
ら
れ
、
伝
統
文
化

の
保
存
継
承
と
観
光
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
博
照
さ
ん（
森
一
）

は
、
長
年
に
わ
た
り
、
自

治
会
長
と
し
て
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ま
れ
、
ま

た
自
治
会
連
合
会
を
設
立

さ
れ
、
地
域
全
体
の
振
興

と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。木

村
武
志
さ
ん（
白
井
・

木
尾
谷
）
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
高
津
川
森
林
組
合

役
員
及
び
民
生
児
童
委
員

と
し
て
流
域
の
森
林
整
備
や
社

会
福
祉
の
向
上
及
び
増
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

村
上
和
寛
さ
ん
（
相
撲
ヶ
原

下
）
は
、
自
治
会
長
と
し
て
環

境
美
化
活
動
や
有
害
鳥
獣
対

策
、
食
生
活
改
善
な
ど
に
尽
力

さ
れ
、
地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

吉
岡
知
幸
さ
ん
（
鷲
原
一
）

は
長
年
に
わ
た
り
、
民
生
児
童

委
員
、
少
年
補
導
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

ま
た
流
鏑
馬
保
存
会
に
お
い
て

伝
統
文
化
の
保
存
継
承
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

添
谷
福
祉
会
（
添
谷
）
は
、

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
高
齢

者
や
独
居
者
の
方
へ
の
配
食
や

記
念
品
の
贈
呈
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
と
地

区
住
民
の
宥
和
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

今年度受賞された皆さまでの記念撮影
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が
あ
る
と
き

※
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
き
、

寒
い
場
所
に
あ
る
水
道
は
凍

結
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

と
き

・
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ

・
蛇
口
を
開
い
た
状
態
で
水
道

管
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り

と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
や

蛇
口
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
急
ぎ
で
な
い
場
合

は
、
自
然
に
溶
け
る
ま
で
待
ち

ま
し
ょ
う
。

寒
さ
の
厳
し
く
な
る
こ
の
時

期
に
は
、
水
道
管
が
凍
結
し
、

破
裂
す
る
事
故
が
起
こ
り
ま

す
。
水
道
管
は
寒
さ
に
弱
く
、

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道

管
内
の
水
が
凍
り
、
水
が
出
な

く
な
っ
た
り
、
水
道
管
が
破
裂

し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
凍
結
の
恐
れ
の
あ
る
箇

所
や
設
備
（
蛇
口
や
水
道
管
）

に
は
保
温
材
や
毛
布
等
を
巻

き
、
漏
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
る
と
い
っ

た
水
道
管
に
も
防
寒
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。（
左
図
）

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

ま
ず
は
止
水
栓
を
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
止
水
栓
の
位
置
が
わ

か
ら
な
い
場
合
や
止
水
栓
を
閉

め
て
も
止
ま
ら
な
い
場
合
に

は
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
や
テ

ー
プ
を
巻
き
応
急
処
置
し
た

後
、
下
記
の
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
修
理
（
有
料
）
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

給
水
装
置
は
、
お
客
様
個
人

の
所
有
物
で
あ
る
た
め
、
破
損

し
て
し
ま
う
と
所
有
者
が
修
理

費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

凍
結
の
注
意
が
必
要
な
と
き

・
旅
行
な
ど
で
家
を
留
守
に
す

る
な
ど
、
長
期
間
水
道
を
使

わ
な
い
と
き

・「
真
冬
日
」（
1
日
中
外
気
温

が
氷
点
下
の
日
）
が
続
い
た

と
き

 

※
「
低
温
注
意
報
」
が
出
さ

れ
た
と
き
は
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

・
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
水
道
が
あ
る
と
き

・
北
向
き
や
日
陰
の
場
所
、
風

当
た
り
の
強
い
場
所
に
水
道

こ
の
夏
、
津
和
野
町
内
で
行

わ
れ
た
「
夏
の
省
エ
ネ
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

今
年
も
参
加
世
帯
の
皆
様
に

は
様
々
な
省
エ
ネ
（
節
電
）
へ

の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
雨
も
少

な
く
連
日
の
猛
暑
で
気
温
が
高

い
日
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
73
世

帯
の
中
で
、
電
気
使
用
量
の
削

減
を
達
成
さ
れ
た
世
帯
は
30

件
、
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
全
世

帯
の
削
減
量
は
△
１
，
２
８
５

Kw（
前
年
比
）と
な
り
ま
し
た
。

上
位
５
位
の
節
電
率
の
成
績

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

寒
い
冬
が
到
来
し
て
き
ま
し

た
が
引
き
続
き
、
無
理
の
な
い

節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

快
適
な
エ
コ
生
活
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
位
に
輝
い
た
岸
田
朱
美
さ

ん
（
門
林
）
は
、「
省
エ
ネ
（
節

電
）
の
手
法
を
婦
人
会
で
勉
強

し
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
意
識
し

て
実
践
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
積
み
重
ね

が
、
地
球
の
限
ら
れ
た
資
源
を

守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

【
主
催
】
津
和
野
町
環
境
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

【
共
催
】
枕
瀬
公
民
館

第
67
回
近
県
学
校
音
楽
大
会

が
11
月
13
日
（
日
）、
津
和
野

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

島
根
・
山
口
両
県
か
ら
29
校
、

約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

津
和
野
町
内
の
小
・
中
・
高

校
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
表

の
結
果
と
な
り
、
津
和
野
高
等

学
校
合
唱
部
4
名
に
よ
る
重
唱

で
は
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

会
場
中
に
響
き
渡
り
、
最
優
秀

賞
と
併
せ
て
特
別
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
懸

命
に
発
表
す
る
姿
に
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。昼

休
憩
の
時
間
に
は
、
当
日

の
審
査
員
で
も
あ
る
近
藤
千
花

子
さ
ん
に
よ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

演
奏
も
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環境生活課☎ 72-0309
2016 夏の省エネコンテストの結果報告！

教育委員会☎ 72-1854
近県学校音楽大会が開催されました

順位 節電率（前年比）
１位 △ 26.1％
２位 △ 25.5％
３位 △ 23.8％
４位 △ 18.7％
５位 △ 17.9％

事業者 電話番号

イワタニ島根（株） ７２－００８１

（有）鹿足住設 ７２－１６２２

（有）ナガヨシ技建 ７２－１６１５

タムラ住宅設備工事店 ７２－１６４２

岩谷設備 ７２－１８２８

石西産業（株） ７２－０９１１

（有）宮﨑水道工業 ７４－０４６２

新光プロパン瓦斯 0856-22-0939

かけ間違いがないよう、電話番号はよく確認してか
らおかけください。

環境生活課☎ 72-0309
水道の防寒対策はお早めに

指定給水装置工事事業者

水道管の防寒対策

※その他の結果については、津和野町ホームページでご覧ください。

津和野町内の出場者審査結果（優秀賞以上）
部門 賞 学校・学年・出演者名 曲目

小学校独奏
最優秀賞 津和野小学校 6 年 大中 いつき 古典式によるソナチネ 第 1 楽章

優秀賞 津和野小学校 3 年 櫻井 千花 ひばりの歌

中学校独奏 優秀賞 津和野中学校 1 年 櫻井 初花 Valse Op.64 No.2

小学校合唱

優秀賞 津和野小学校 5 年 21 名 小さな勇気

優秀賞 木部小学校全校児童 15 名 Dream & Dream
～夢をつなごう～

優秀賞 青原小学校全校児童 34 名 U & I

中学校合唱 最優秀賞 日原中学校全校生徒 76 名 COSMOS

高等学校合唱 最優秀賞 津和野高等学校合唱部 7 名 ①サリー・ガーデン
②春の日の花と輝く

小学校重唱 優秀賞 津和野小学校 6 年 3 名 夢の世界を

中学校重唱
最優秀賞 津和野中学校 3 年

栗栖 ひなた・久保田 光結 いのちのリレー

優秀賞 日原中学校 2・3 年 3 名 ふるさと

高等学校重唱 最優秀賞
特別賞 津和野高等学校合唱部 4 名 めばえ

高等学校独唱 最優秀賞 津和野高等学校 2 年 齋藤 晨 O del mio dolce ardor
（私のやさしい熱情が）

コンテストで１位となった岸田朱美さん

省エネコンテスト結果

熱 湯
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設置されたベンチ

来
年
度
も
み
な
さ
ま
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
町
長
賞
】　

青
原
小
学
校
６
年

大
畑　

陽ひ

か

り
歌
里
さ
ん

【
教
育
長
賞
】　

青
原
小
学
校
６
年

竹
居　

菜な

の

は
乃
葉
さ
ん

第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募

作
品
の
う
ち
、
町
内
の
応
募
か

ら
特
に
優
れ
た
作
品
に
各
賞
と

副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
小
・
中
学

生
の
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ま

に
、
日
常
の
家
庭
生
活
の
中
で

体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、犯
罪
・

非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り

や
犯
罪
・
非
行
な
ど
に
関
し
て

考
え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を

テ
ー
マ
に
募
集
を
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
小
中

学
校
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
内
を
流
れ
る
高
津
川
は
何

年
も
「
水
質
日
本
一
」
を
誇
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
２
年
逃

し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て

「
浄
化
槽
が
正
し
く
使
わ
れ

ず
、
生
活
排
水
が
完
全
に
処
理

さ
れ
な
い
ま
ま
川
に
流
れ
て
い

る
」
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

浄
化
槽
は
、
次
の
３
点
を
守

ら
な
い
と
本
来
の
機
能
が
発
揮

で
き
ず
、
汚
水
を
そ
の
ま
ま
流

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
不
用
と
な
っ
た
薬
品
や
油
な

ど
浄
化
槽
の
機
能
を
妨
げ

る
物
を
流
さ
な
い
。

②
「
保
守
点
検
」
と
「
清
掃
」

を
行
い
、
浄
化
槽
内
の
環
境

を
良
好
に
保
つ
。

③
「
法
定
検
査
」
を
受
検
し
適

正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

浄
化
槽
を
正
し
く
使
っ
て
、

住
み
良
い
環
境
を
守
り
、
き
れ

い
な
高
津
川
を
育
て
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
益
田
保
健
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
９
５
５
３

※
詳
細
は
、
島
根
県
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
「
島
根
県
環
境

浄
化
槽
」
で
検
索

11
月
8
日
（
火
）、
島
根
県

に
よ
る
不
法
投
棄
廃
棄
物
の
撤

去
活
動
が
県
内
８
地
域
で
一
斉

に
行
わ
れ
、
当
町
の
和
田
地
区

（
町
道
鉄
砲
丁
耕
田
線
）
に
お

い
て
も
本
年
度
益
田
地
区
の
重

点
監
視
地
域
に
指
定
さ
れ
た
た

め
、
不
法
投
棄
廃
棄
物
の
撤
去

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
5
月
と
10
月

に
行
わ
れ
た
不
法
投
棄
パ
ト
ロ

ー
ル
の
際
に
発
見
さ
れ
た
不
法

投
棄
物
を
中
心
に
、
そ
の
撤
去

と
回
収
を
行
う
も
の
で
す
。

環境生活課☎ 72-0309環境生活課☎ 72-0309
浄化槽を正しく使い高津川を守ろう

税務住民課☎ 74-0059
津和野町社会を明るくする運動作文コンテスト受賞者

受賞した大畑陽歌里さん（左）と竹居菜乃葉
さん（右）

不法投棄撤去作業を行いました

当
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
る

状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
島

根
県
産
業
廃
棄
物
協
会
益
田
支

部
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
地
元

住
民
、
県
機
関
関
係
者
、
町
職

員
な
ど
36
名
で
撤
去
作
業
を
行

い
、
10
㎥
も
の
廃
棄
物
を
撤
去

し
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
不
法
投
棄

が
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
適

正
処
理
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683

つわみん活動日記

今シーズン最後のＳＬを見に津和野駅に行ったよ！たくさん
の町民さんや、観光客さんが手を振っててうれしかったよ♪
名賀では『SL応援団』が2日間お出迎え・お見送りをしたんと！
すごい結束力だね！つわみんもいつか参加したい！

みんなのあいさつに元気をもらったよ！

11 月 1日（火）あいさつ運動
11月 19日（土）・20日（日）
SL「やまぐち」号ファン感謝祭

介護短歌のご紹介

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは下記担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

「
最
愛
の
妻
の
　
Ｍ
子
は
死
に
ま
し
た
」
と

Ｍ
子
の
わ
た
し
を
　「
女
中
さ
ん
」
と
呼
べ
り

畦
道
を
跳
ね
行
く 

リ
ュ
ッ
ク
の
子
等
見
え
て

窓
辺
に
母
の
　
笑
顔
戻
り
来

水
津
　
美
保
子
　
さ
ん

柳
井
　
瑞
枝
　
さ
ん

あ
る
日
突
然
、
Ｍ
子
は
死
ん
だ
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
毎
日
そ
ば
に
付
き
添
っ
て
い
る

の
に
。
子
供
ら
は
「
一
番
愛
す
る
人
の
こ
と
が
判
ら
な
く
な
る
の
だ
そ
う
よ
。」
と
慰

め
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
口
惜
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

普
段
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
見
え
る
だ
け
で
、
人
影
の
な
い
景
色
の
中
に
、
遠
足
か
課
外
授

業
な
の
か
、
小
学
生
ら
し
き
一
団
が
見
え
、
次
第
に
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
く
中
、
子

ど
も
好
き
の
母
の
顔
が
急
に
ほ
こ
ろ
ん
だ
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

ゼ
ロ・エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ　

廃
材
リ
サ
イ
ク
ル
ベ
ン
チ
を
道
の
駅
に
設
置

【
問
】
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課
☎
74
・
０
０
９
２

有
限
会
社
中
島
建
設
さ
ま
よ
り
津
和
野
町
へ
木
製
ベ
ン

チ
２
基
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
島
根
県
の
復
旧
事
業
（
平
成
28
年
度 

復
旧
治
山
事
業
喜
時
雨
地
区
工
事
）
で
伐
採
し
た
木
材
を

加
工
し
た
も
の
で
、
道
の
駅
シ
ル
ク
ウ
ェ
イ
に
ち
は
ら
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

アマチュア・ミュージック・
フェスティバル 2017 in 益田
2017年２月１９日（日）小ホール

島 根 邦 楽 集 団
第 １ １ 回 定 期 演 奏 会
2017年３月５日（日） 大ホール

グラントワ弦楽合奏団
第 ６ 回 定 期 演 奏 会
2017年３月１２日（日）小ホール

今

後

の

イ

ベ

ン

ト

①10:00～ ②14:00～ ③18:30～

『 そ し て 父 に な る 』『 海 街 d i a r y 』 是 枝 裕 和 監 督 最 新 作

台風の夜に、偶然ひとつ屋根の下に集まった“元家族”。
夢見た未来と、少しちがう今を生きる大人たちへ贈る感動作。

グラントワ小ホール

●子ども500円（前売･当日同料金）
※3歳～小学6年生以下
※無料託児サービスあり［ 申込締切：1/21 ］

●一般［前売］1,000円
　　    ［当日］1,200円

1 月２８日（土）

「 海 よ り も ま だ 深 く 」

毎 月 １ 回 グ ラ ン ト ワ シ ア タ ー

（開場各30分前）

©2016 フジテレビジョン バンダイビジュアル AOI Pro. ギャガ
出演：阿部寛、真木よう子、樹木希林 ほか

［2016年／日本／117分］

《会員》
各200円引

会場・グラントワ大ホール会場・グラントワ大ホール

2017年  
１月１５日

（日）
開場13:00
開演13:30

入
場
料
〈全
席
自
由
・税
込
〉

◆ 一般［前売］２，０００円（当日２，５００円）
◆ 高校生以下［前売］１，０００円（当日１，５００円）
※未就学児無料。ただし他のお客様の鑑賞の妨げとなる場合は、 ご退場頂くことがございます。

◆ 一般［前売］２，０００円（当日２，５００円）
◆ 高校生以下［前売］１，０００円（当日１，５００円）
※未就学児無料。ただし他のお客様の鑑賞の妨げとなる場合は、 ご退場頂くことがございます。

◆ 「共通カード・ホール友の会」会員様ご優待価格

　　　　　　１，０００円（当日同料金）

◆ 「共通カード・ホール友の会」会員様ご優待価格

　　　　　　１，０００円（当日同料金）

新春太鼓祈願2017

若手大太鼓打ちが全国各地よりグラントワに集結！！

今年も大きな福をいただきましょう！

［特別ゲスト］大江戸助六太鼓（東京都）

パ
ネ
リ
ス
ト
・
審
査
員

パ
ネ
リ
ス
ト
・
審
査
員

パ
ネ
リ
ス
ト
・
審
査
員

パ
ネ
リ
ス
ト
・
審
査
員

審
査
員

※各日の料金等、詳しくはグラントワＨＰをご覧ください。

幕末から明治への激動期を駆け抜けた浮世絵師・月岡芳年の回顧展。
迫力満点の武者絵に、おどろおどろしい怪奇絵、艶やかな美人画など、
約250点によって天才的な画力をご堪能ください。

《芳年武者无類 源牛若丸 熊坂長範》

まで

入場特典、関連プログラムあり！
グラントワならではの

「芳年×芸能まつり」も開催。
詳しくはＨＰ等をご覧ください！

〒698-0022　益田市有明町5-15　島根県芸術文化センター「グラントワ」
TEL：0856-31-1860　FAX：0856-31-1884　E-mail：zaidan@grandtoit.jp

［PC］http://www.grandtoit.jp［携帯］http://www.grandtoit.jp/mobile/

問
合
せ

新年は１月２日から開館！（年末年始：12/27～1/1は休館）

●島根県芸術文化センター共通カード　一般：４,０００円／大学生：３,０００円／小中高生：２,２５０円
●石見美術館ミュージアムパスポート　一般：３,０００円／大学生：１,８００円／小中高生：　 ９００円
●いわみ芸術劇場ホール友の会　　　　一律：２,０００円　　　　

グラントワ新規会員、募集中!
先行予約、割引などおトクな特典いっぱいの「グラントワ会員」は全部で３種類！
◎お問い合わせ・お申込みは「グラントワ」まで

年
会
費

更新中！

インストラクターの実演を見守る受講者のみなさん。

温かい鍋に小さなお子さまでも食が進みます。

基礎をしっかりと積み上げることの大切さを話す黒木さん。

21　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　20

魂のエースが教える魂の野球教室
2016 年、プロ野球日本一に輝いた北海道日本ハムファ

イターズで一軍投手コーチを務める黒木知宏さんを招いた
スポッツプロジェクト野球教室が 12 月３日、津和野高校
グラウンドで開催され、近隣の小中学生およそ 90 名が直
接指導を受けました。

今年で４回目となるこの教室。参加者はキャッチボール
に始まり守備やバッティングのコツなどおよそ２時間半に
わたり黒木さんから指導を受けました。

その中で、黒木さんは「勝負ごとの数少ないチャンスで
成果を出すには日々努力を積み重ねることが大切。また野
球ができる環境を作ってくれているチーム関係者、保護者
の方たちに感謝する気持ちを忘れないで欲しい。」と話され
ていました。

１年の業務を終えて　ＳＬファン感謝祭
2016 年最後の SL 通常運行が 11 月 20 日にあり、その

運行日に併せて同月 19 日、20 日に SL「やまぐち」号ファ
ン感謝祭が開催されました。沿線の複数駅でおもてなしが
あり、津和野駅ではつわみんのお出迎えから始まり、酒蔵
鍋と日本酒の振舞い、スタンプラリーが行われました。

到着した SL は「貴婦人」の愛称で親しまれている「C57
形」。県外からの多くの親子連れがこれに乗り、津和野の
街に降り立ちました。

２度目の津和野観光をしていた家族は、振舞われた香り
の良い酒粕入りの鍋を１歳のお子さんがたくさん食べるこ
とに驚いていました。そして、のんびりと散策をした後、
SL に乗り、つわみんに見送られていきました。

島根初！ BBQ 検定が開催
BBQ の普及活動に取り組む日本バーベキュー協会が行

う BBQ 検定。県内で初めてとなるその初級検定が 11 月
23 日道の駅シルクウェイにちはらで開催され、28 名が検
定を受講しました。

この日は日本 BBQ 協会会長・下城民夫さんが世界の
BBQ と比較し、日本が独自進化していると解説する座学
や本格 BBQ のデモの実演もあり、調理された肉を食べる
こともできました。その後の検定では、この日の学びをふ
り返る形での筆記試験が行われています。

協会は BBQ で文化を育て、人を楽しく幸せにすること
を理念に取り組んでおり、準備や片付けが従来に比べると
楽になる「スマート BBQ」の普及活動を行っています。



けいじばん
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わたや

駅前ビジネス

ホテルつわの

■ 1 月 8 日（日）
和﨑医院

☎ 72-0025

■ 1 月 1 日（日）
　　　　　～ 3 日（火）
津和野共存病院☎ 72-0660

■ 1 月 29 日（日）
栗栖医院

☎ 79-2006

在
宅
当
番
医
…
…H

ospital

■ 1 月 9 日（月）
小笠原医院

☎ 79-2012

ご
案
内
…
…
…
…
…Guide

無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

は
、無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た

場
合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

1
月
11
日
（
水
）
10
時
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
春
休
み

海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、
8
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と
り

で
ご
参
加
に
な
る
方
が
８
割
以
上
、
は
じ

め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
が
６
割
以
上
の

ご
参
加
で
す
。
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作

り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

■
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

■
研
修
国

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ

ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ

ジ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ネ
パ
ー
ル

３
月
25
日
～
４
月
５
日

９
～
11
日
間　

※
コ
ー
ス
で
異
な
る

小
３
～
高
３　

※
コ
ー
ス
で
異
な
る

31
．
8
～
47
．
8
万
円

※
１
月
25
日
ま
で
に
申
し
込
む
と
１
万

円
割
引

2
月
3
日
（
金
）

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
・
６
４
１
７・９
７
２
１

第
26
回
く
に
び
き
学
園
西
部
校
学
園
祭

1
月
21
日
（
土
）

9
時
30
分
～
15
時

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

く
に
び
き
学
園
西
部
校
事
務
所

☎
０
８
５
５
・
24
・
９
３
３
６

訓
練
生
募
集
に
つ
い
て

次
の
応
募
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
科
（
益
田
）

初
心
者
を
対
象
に
、
一
般
事
務
に
必
要

な
パ
ソ
コ
ン
操
作(
文
書
作
成
、表
計
算)

、

経
理
事
務
の
基
本
的
な
知
識
技
能
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、

職
業
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
ま
す
。

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
で

１
万
円
程
度
必
要
）

■
訓
練
期
間

2
月
15
日
（
水
）
～
7
月
14
日
（
金
）

タ
イ
ピ
ッ
ク
（
益
田
市
常
盤
町
7
―
3
）

1
月
30
日
（
月
）

日
（
午
後
２
時
か
ら
開
始
（
初
診
・
紹

介
患
者
の
み
））

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
13
時
よ

り
開
始

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
）

【
火
】
休
診

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、物
理
療
法
は
午
前
8
時
30
分
と
午

後
2
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、毎
週
木
曜
9

時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付
は

16
時
30
分
ま
で
）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■ 1 月 15 日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

鷲原八幡宮

■ 1 月 22 日（日）
つわぶき医院

☎ 72―3500

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校
総
務
課

☎
０
８
５
６
・
22
・
２
４
５
０

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
、
改
正
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
、
育
児
・

介
護
休
業
規
定
の
整
備
（
①
介
護
休
業
の

分
割
取
得
②
介
護
の
た
め
の
所
定
外
労
働

の
免
除
③
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の

半
日
取
得
④
有
期
契
約
労
働
者
の
育
児

休
業
等
の
取
得
要
件
の
緩
和
等
）
や
、
妊

娠
・
出
産
、
育
児
休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
事

業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
８
５
２
・
31
・
１
１
６
１

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
み
な

さ
ん
は
届
出
票
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
方
は
、

法
律
に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
、
12
月
31
日

現
在
に
お
け
る
氏
名
、
住
所
等
届
出
票
に

記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
届
け
出
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
そ
の
届
出
の
年
に
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
の
皆
さ
ん
は
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
届
出
票
が
お
手
元
に
な
い

場
合
に
は
、
益
田
保
健
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
は
、
今
後
の
厚
生
行
政
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
医
師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤
師
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
免
許

を
お
持
ち
の
方

■
届
出
方
法

平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を

届
出
用
紙
に
記
入
し
て
提
出

１
月
16
日
（
月
）　

■
届
出
先

従
事
先
を
管
轄
す
る
保
健
所

益
田
保
健
所
・
健
康
増
進
課

☎
０
８
５
６
・
31
・
９
５
３
２

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
桂
川
団
地
（
中
座
）
３
Ｄ
Ｋ

・
青
原
団
地
（
冨
田
）
２
Ｄ
Ｋ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　
　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
３
０

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
恋
の
ゴ
ン
ド
ラ

東
野
圭
吾
……
…
…

実
業
之
日
本
社

▽
ハ
イ
エ
ナ 

警
視
庁
捜
査
二
課 

本
城
仁
一

吉
川
英
梨
……
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
竹
炭
の
ふ
し
ぎ
な
力

中
根
周
歩
……
…
…
…
…

小
峰
書
店

▽
天
を
灼
く

あ
さ
の
あ
つ
こ
……
…
…
…

祥
伝
社

▽
こ
の
世
に
た
や
す
い
仕
事
は
な
い

津
村
記
久
子
……
…
…
…
…
…
…
…

……
…
…
…

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

▼
津
和
野
図
書
館

1
月
1
日
～
４
日
、31
日
は
休
館
で
す
。

▽
夜
行森

見
登
美
彦
……
…
…
…
…

小
学
館

▽
梅
も
ど
き

諸
田
玲
子
……
…
…
…
…

角
川
書
店

▽
誰
か
が
足
り
な
い

宮
下
奈
都
……
…
…
…
…
…

双
葉
社

▽
絵
本 

歌
を
訪
ね
て

安
野
光
雅
……
…
…
…
…
…

講
談
社

▽
て
ん
こ
う
せ
い
は
つ
ば
め
く
ん

こ
ん
の
ひ
と
み
……
…
…

金
の
星
社

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
1
月
16
・

23
日
・
30
日
）
・
小
児
科
予
防
接

種
・
乳
児
検
診
（
午
後
・
予
約

制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
1
月
11
日
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜



※住民基本台帳は、平成 24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」
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□住民基本台帳（平成 28 年 11月末現在）

転出：19
死亡：10

転入：12
出生：2

男 3,596 人　女 4,184 人
人口：7,780 人世帯数：3,606

※
お
よ
ろ
こ
び
、
お
く
や
み
、
寄
付
の
お
礼
に
つ
い
て

は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

広報つわの 2016 年 12 月 15 日発行

11
月
届
出
分

田た
し
ろ代	

雄ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎	

11
・
10	

（
畑
迫
・
白
石
）

京き
ょ
う
む
ら村	

依い

お緒	

10
・
25	

（
左
鐙
西
）

申出者の氏名 閲覧年月日
株式会社日本リサーチセンター　代表取締役　鈴木稲博 平成 28年 10月 7日

利用目的の概要 請求に係る住民の範囲

「11月全国個人視聴率調査」実施のため 名賀、高峯、鷲原の平成 21年 12月 31日までに
生まれた男女

申出者の氏名 閲覧年月日
スリープロ株式会社　代表取締役社長　村田峰人 平成 28年 1月 26日

利用目的の概要 請求に係る住民の範囲
総務省「平成 27年通信利用動向調査」における

調査対象世帯抽出のため 後田、中川、日原、森村の 20歳以上の男女

住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する公表について
平成 18 年 11 月１日より、住民基本台帳の閲覧に制限が設けられました。これにより閲覧者の氏名など少なくとも年に１回は公表することになっています。

寄
附
の
お
礼

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

増
田　

綾
子
様	

（
春
日
町
）

　
　
　

１
０
０
万
円

　
　
　

文
化
振
興
・
地
域
発
展
に
対
し
て

10
月
届
出
分

阿
武	

尚
子	

10
・
2	

（
川
尻
）	

92
歳

11
月
届
出
分

三
浦	

照
信	

10
・
31	

（
寺
田
上
）	

67
歳

岩
本	

昭
子	

11
・
12	

（
西
谷
・
出
合
）	

87
歳

田
村	

芳
子	

11
・
11	

（
左
鐙
東
）	

73
歳

青
木	

定
鬼	

11
・
27	

（
添
谷
）	

97
歳

大
岡	

雪
子	

11
・
27	

（
枕
瀬
東
）	

96
歳

柴
田	

ナ
ミ	

11
・
30	

（
東
一
）	

94
歳

お
詫
び
と
訂
正

お
悔
や
み
欄
に
て
、
阿
武
尚
子
様
の
掲
載
が

前
月
号
で
は
な
く
今
月
号
の
掲
載
と
な
り
、

ま
た
前
月
号
の
次
の
方
の
氏
名
の
誤
脱
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。
併

せ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

横
田	　

一	

10
・
24	
（
寺
田
上
）	

60
歳

永
田	

愿	

10
・
26	

（
森
一
）	

83
歳


